


























2001年 1月に刊行された“The New Grove Dictionary of Music and Musi-










（Bozarth and Frisch 2001, 4 : 180）
この「革新的と捉える人」の最初期の人物が作曲家アーノルド・シェーンベ
ルク（1874−1951）である。彼はその著作の中で度々ブラームスの音楽につ






























































































a と b の動機は極めて対照的な様相を呈している。a の動機は 6音から成
立しているが，音程関係は順に短 2度，長 3度の上行，長 2度，長 2度の下
行であり，最高音と最低音の音程差は完全 4度である。b の動機は 7音で構成
され，完全 1度つまり同音が 3度続き，短 2度上行，長 2度下行，完全 1度
（同音），短 2度下行となっている。最高音と最低音の音程差は長 3度であ
る。起伏の激しい a と平坦な b というこれら 2つの動機は，ホルンの 3つの
同音の連続を間に挟むことで，より一層対照性を強調されて接続されている。
続く T.5のアウフ・タクトからの動機 c は橋渡し的な役割を果たし，T.6から
d の動機が打ち寄せる波のように完全 4度，長 10度の下行へと振幅を拡げ，
完全 12度上行してなだらかな下行へと収斂する。この下行が 3拍目から始め
られていることは注目すべき点であり，ここで初めて 4分の 3拍子の拍節感
が崩され，T.9からのためらいがちな動機 e につなげられる。この動機 e が 3
度繰り返された後，動機 c の変形と言うべき，やや唐突に現れる木管楽器群






して T.24に b の動機が置かれ，動機 c がシンコペーションを伴って変形され
たものが挿入され，再び T.26に b の動機が現れる。b の動機は T.3, T.15,
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T.24, T.26からそれぞれ現れたわけだが，この b が核となって楽節の均衡を
保っていると言えよう。最後の部分ではオーボエの独奏によってもたらされた
緊張を b の動機を 2度用いることで緩和したというわけである。またこれと
は別に全体を通して，付点 8分音符，16分音符，4分音符からなる下行する
音型が支配的であるとも言えるだろう。















T.1から a の動機は 2度示され，それに答える形で T.2の 4拍目から動機
b が置かれる。a は順次進行の下行音型であり a 2では少し変形され長 2度，
短 3度，短 3度の下行の後，長 2度上行する。この長 2度の上行は動機 b へ
と引き継がれ，完全 4度上行の後，動機の後半部は 2度上行の 2音の組み合
わせがなだらかに下降線を描く。続く動機 c で完全 4度，長 3度，短 3度の







d が 2度示された後，動機 c の部分的な変容として完全 5度，直ぐさま長 6
度の跳躍が現れる。この 2度の跳躍を動機 e とする。ここで生じた緊張を緩






















延ばされていることで，T.1から T.4の 4小節間は 3拍子のリズムが崩されて





ている。つまりここで音量的な頂点は T.3, T.5の 1拍目にあるが，音楽的な
譜例 3
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頂点は T.2, T.4にあると言えるであろう。T.5以降は通常の 8分の 3拍子の
中に主題は収まっている。
主題は最初に示される動機 a が少しずつ変容する形で形成されている。つ
まり動機 a は長 2度，短 2度，短 3度の上行，長 2度，短 3度の下行で成り
立っているが，続く a 2では長 2度，短 2度，完全 5度の上行，短 2度，完
全 5度の下行で構成される。さらに T.4の 3拍目からの a 3は前述の引き延
ばされた部分が戻され，短 2度，長 2度，長 3度の上行，長 2度，短 3度の
下行で構成される。続く T.6の 3拍目からの a 4は動機 a の下行部分が延長
されており，短 2度，長 6度の下行の後，バロック時代以来の装飾法の一つ
である「ターン」に類似したものが施された形となっている。T.8からは動機
a の変形と考えられ，これを動機 b とすると，8分音符で規則的に短 2度，短
2度，短 2度の半音階進行で上行した後，さらに完全 4度上行し付点 8分音符


























全 1度，同音が 2度続いた（a 1）後に，短 2度，長 2度上行，2度目は同様
にホ音が 2度続いた後に，長 2度，長 2度上行（a 2），T.2の 2つの動機は a
1とまったく同じ形であり，T.3の 2つの動機は後半はホルンから木管楽器に
引き継がれるが，動機そのものは a 2と同じ形である。つまり T.1が T.2−3




（T.5−8），動機 a の最初の 2音（同音の連続）（5）の後の音程関係は次第に跳躍
が多くなり，変化がつけられることで旋律的要素が増すことになる。つまり順
を追って列挙すると，T.5では長 2度，短 2度上行と長 2度，長 2度の下行，
T.6では長 2度，長 2度の下行と長 3度，完全 4度の下行，T.7では長 2度下
行，長 2度上行と完全 4度の上行，完全 4度の下行，T.8では長 2度下行，長
2度上行と完全 8度上行，短 3度下行となる。さらに T.9の前半部分でもう一




























  代表的なものは本論で引用した Style and Idea の他に Fundamentals of Musi-
cal Composition（London : Faber. 1967）と Structural Function of Harmony
（London : Norton 1954）を挙げることができる。








 クラリネットは 2音ではなく 4分音符の 1音である。
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